
電子計算機 プ ロクラ ミング

第 9回 シンポジウム報告集刊行 について

数理科学の総合研究第 4班 として ,Fi召和 35年 1月 に電子計算機 プログラミ

ングシンポジウムを開き, それ か ら毎年 1月 に回を重ね ,第 4回 を もって総合

研究が解散 され たが ,こ の シンポ ジウムを続 けたい との希望が強 〈,し か も

回 を重ねるごとに盛 大 になって きている勢に あるし,全 回各地に分散 してい

る同好の研究者が一堂 に会 して話 し合い ,論 じ合 う機会 として ,ま ことに得

が たいので ,さ らに毎年 1月 年中行事 として開催 することにな り,今回は第

9回 となつたのである .

は じめの頃 とちがつて現在 では,規模 の大 きい電子計算機が容易につかえ

るようにな って来 て ,研究者 も多 くの経験 を重ね ,その応用分野 もますます

拡が って来てい るので ,この シンポ ジウムで も,い よい よ具体的な問題が論

ぜ られ ,3日 間が まことに充実 した もの となって来 た .今回 もまた有意義に

終 ることを期 待 している。

この報告集を手許 に持って ,十 分話 し合 ,機会 を持つ とい うことが ,こ の

シンポ ジウムを活気 ある ものにするゆえんで あって ,さ らに将来 の貴 い文献

ともなると信 じてい る .

いつ もなが ら,長 い期 間にわたって ,幹事団が具体的な企画をたて ,種 々

と準備に大変な努 力を払われ て,こ こに シンポ ジウム開催 にいた った こ とに

深 く感謝する。また幾 多の困難 に もかかわらず ,財的 な支持 を与え て下さつ

た各社には ,こ こで厚 〈感謝す る次第で,こ れに よつて この有意義な シンポ

ジウムを持つ ことがで きたので ,特 に記してお きたい .さ らに慶応工学会が

この運営事務 を引 き受けて ,シ ンポ ジウム開催 に支障のない ように して下さ

つた ことを感謝する。
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